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プロジェクト研究課題名  
人口減少・高齢化、新たな農業政策下における農業・農

村構造の変化と農業生産主体のあり方に関する研究  

研 究 実 施 期 間 平成 27～ 29年度  

プロジェクト研究の概要  

減少局面に入った我が国の人口は、今後も減少傾向が

続くと予想されており、農村での人口減少と高齢化は一

段と加速すると見込まれている。他方で、コメ政策の見

直し、日本型直接支払への再編、経営所得安定対策の見

直し等の農政改革が進められ、また、平成 27 年度からは

新たな食料・農業・農村基本計画に基づく農業・農村政

策が推進されているところである。  
 こうした状況の下、各地域で農業生産を担う農業者や

組織による農業生産、農地集積、農地保全活動等に大き

な変化が生じるとともに、農村コミュニティにも少なか

らぬ影響があると予想される。  
 農業構造の改革等が円滑に進められるためには、そう

した変化の実態とそのメカニズムを的確に把握すること

が重要であるが、農業生産、生産主体、農村コミュニテ

ィをそれぞれ別々に把握するだけでは、困難と考えられ

る。  
 このため、2015 年農業センサス等のマクロデータによ

る農業生産構造、農村社会構造等の統計分析と、地域に

おける農業構造と農村コミュニティに関する実態調査を

連動させ、農業の担い手を含めた農業・農村構造の変化

を横断的・総合的に把握・分析し、農業構造改革及び農

村地域 政策 の円 滑な 推進等 に向 けた 課題 を明ら かにす

る。  
 

（小課題１）センサス分析による構造変動の解明に 関 す

る 研 究  

 人口減少と高齢化が進む中、集落営農の展開によって

地域差を伴いながらも大きく変動した農業・農村構造が

、前回センサス以降も継続した動きとなっているのか等

、 2015年農業センサス結果を用いた総合的な分析から明

らかにする。分析に当たっては、概数値を用いた基礎的

な分析によって、この５年間における大まかな構造変動

の特徴と地域性を析出した後、地域別のクロス集計結果

や新旧市町村・農業集落別の小地域統計が活用できる 28
年度以降に本格的な分析作業を行う。  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
評 価 結 果 
 

○評価会議名及び開催日  

「 人 口 減 少 ・ 高 齢 化 、

新 た な 農 業 政 策 下 に

お け る 農 業・農 村 構 造

の 変 化 と 農 業 生 産 主

体 の あ り 方 に関する研

究」評価委員会  

平成 28年３月 10日開催  

 

○評価委員名 

 荒 井  聡   委 員  

（岐阜大学応用生物科学部教授） 

 橋 口  卓 也  委 員  

（ 明 治 大 学 農 学 部 准 教 授 ） 

 仁 平  恒 夫  委 員  

（中央農業総合研究センター領域長） 

 
○評 価 基 準 
・社会的ニーズへの対応  
 S.非常に大きな意義がある 
 A.大きな意義がある  
 B.意義がある  
 C.意義が小さい  
 D.意義は見出しがたい  
 
・政策の企画・立案への貢献 
 S.非常に大きな貢献が見込める 
 A.大きな貢献が見込める 
 B.貢献が見込める  
 C.貢献が小さい  
 D.貢献は見込みがたい  
 

 
（小課題２）広域的な連携による農業集落の再生に関す

る研 究  
人口減少・高齢化の下での地域における農業生産、農

村生活に関する営農活動、経済活動、社会活動等の諸活

動の変化について、集落組織、広域的組織等の関連組織

の活動面から実態分析を行う。  
 
 

（小課題１）センサス分析による構造変動の解明に関す

る研究  

【 評 価 項 目 ご と の 対 応 】  

（  ）は３名の評価委員の投票数を示す。  

 ○社会的ニーズへの対応  

   Ｓ評価（２）、Ａ評価（１）  

 ○政策の企画・立案への貢献  

   Ａ評価（２）、Ｂ評価（１）  

 ○学術面からみた研究成果の評価  

   Ａ評価（１）、Ｂ評価（２）  

 ○研究計画の妥当性  

   Ａ評価（３）  

 ○研究資源・実施体制の妥当性  

   Ａ評価（２）、Ｂ評価（１）  

 ○研究目標の達成度  

   Ａ評価（２）、Ｂ評価（１）  

 

【総合評価】  

 １．順調に進行しており問題はない（３）  

 
【評価委員からの主な意見】  

 

○データが限られた範囲での概数値分析結果であるが

、この間の農業構造の変化を端的に整理・分析されて

おり、学術的価値は高いと考えられる。  

 

○いわゆる昭和一桁世代の本格的リタイア期の、日本

農業の大きな構造変動を把握する分析になるものとし

て大いに注目される。  

 

○初年目で、県レベルの概数値が公表されたのみであ

り、次年度には国勢調査と連携させた分析等、新たな

手法も駆使した分析を期待する。  

 



・学術面からみた研 究成

果の評価  
 S.学術的に非常に高く評価できる 
 A.学術的に高く評価できる 
 B.学術的に評価できる  
 C.学術的な評価はやや低い 
 D.学術的評価は低い  
 
・研究計画の妥当性  
 S.非常によい  
 A.妥当である  
 B.概ね妥当である  
 C.やや妥当でない  
 D.見直しが必要である  
 
・ 研究資源・実施体 制の

妥当性  
 S.非常に良い  
 A.妥当である  
 B.概ね妥当である  
 C.やや妥当でない  
 D.見直しが必要である  
 
・研究目標の達成度  
 S.達成度は非常に高い  
 A.達成度は高い  
 B.概ね達成している  
 C.達成度はやや低い  
 D.達成度は低い  
 
・総合評価  
 1.順 調 に 進 行 し て お り

問題はない  
 2.ほ ぼ 順 調 で あ る が 、  

改善の余地がある  
 3.計 画 等 を 変 更 す る 必

要がある  
 4.中止するべきである  
 

 

（小課題２）広域的な連携による農業集落の再生に 関 す

る 研 究  

 （  ）は、３名の評価委員の項目別の評価数合計を示

す。  

 ○社会的ニーズへの対応  

   Ｓ評価（１）、Ａ評価（２）  

 ○政策の企画・立案への貢献  

   Ｓ評価（１）、Ａ評価（１）、Ｂ評価（１）  

 ○学術面からみた研究成果の評価  

   Ａ評価（１）、Ｂ評価（２）  

 ○研究計画の妥当性  

   Ａ評価（１）、Ｂ評価（２）  

 ○研究資源・実勢体制の妥当性  

   Ａ評価（２）、Ｂ評価（１）  

 ○研究目標の達成度  

   Ａ評価（１）、Ｂ評価（２）  

 

 【総合評価】  

   １評価（１）、２評価（２）  

 
 【評価委員からの主な意見】  

 

○広域連携組織について体系的な整理を行っている。

それが農業集落の再生とどうかかわるか、農業組織、

農産物加工組織、農村生活組織など組織の特性を踏ま

えた検討が必要である。  

 

 ○今後の現場での対応や各自治体における対応策の検

討の際に、研究成果が大いに活用されることが期待さ

れる。  

 
 ○分析対象が農業生産、営農活動なのか、それ以外の

生活面が主なのか、明確でなく、また既往研究の成果

をどう踏まえて研究を行うか等が不明瞭であり、それ

らの点を鮮明にして取り組まれることを期待する。  
 
  
 



今 後 の 対 応 方 針 

（小課題１）センサス分析による構造変動の解析に関す

る研究  
ク ロ ス 集 計 や 抽 出 統 計 、さ ら に は 旧 市 区 町 村 や

農 業 集 落 の 小 地 域 別 統 計 が 利 用 で き る よ う に な

り 次 第 、チ ー ム 員 が そ れ ぞ れ 分 担 し た 部 門 の 分 析

を 実 施 し 、順 次 成 果 を 発 表 し て い く 。な お 、国 勢

調 査 等 と 連 携 さ せ た 分 析 に つ い て は 、統 計 部 で の

リ ン ケ ー ジ 作 業 の 進 捗 状 況 か ら 、デ ー タ 利 用 が 可

能 と な る ２ ９ 年 度 に 実 施 す る 予 定 で あ る 。  

 

（小課題２）広域的な連携による農業集落の再生に関す

る研究  

 さ ら に 現 地 調 査 を 実 施 し 、よ り 広 範 な 視 点 か ら

、農 山 村 に お け る 集 落 の 広 域 的 連 携 に よ る 地 域 社

会 と 地 域 農 業 の 再 生 の 取 組 み に 資 す る 知 見 を 得

る こ と を 目 指 す 。ま た 既 往 研 究 成 果 等 の 整 理 を 行

い 、本 研 究 に 必 要 な 集 落 の 広 域 的 連 携 の 概 念 の 明

確 化 を 行 う 。さ ら に 現 地 の 実 態 調 査 で は 、広 域 的

な 連 携 に み ら れ る 地 域 性 や 組 織 化 に 至 る 経 緯 を

重 視 し つ つ 、そ れ ら の 活 動 に お い て ど の よ う な 機

能 と 役 割 に 着 目 す べ き か を 検 討 し 、分 析 対 象 の 一

層 の 明 確 化 に 努 め る 。  

 


